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■
開

会

事
務
局

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
（
別
掲
リ
ス
ト

参
照
）。

出
席
国
会
議
員
を
紹
介
。
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議

員
（
会
長
）、
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
浜
口
誠
参

議
院
議
員
、
矢
上
雅
義
衆
議
院
議
員
代
理
（
幸
村
秘

書
）。

■
主
催
者
あ
い
さ
つ

衛
藤
会
長

こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り
に
お
い
て
、
一

番
伸
び
代
が
あ
る
の
は
海
運
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
の
伸
び
代
が
大
き
い
の
に
、
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組

み
が
ま
だ
ま
だ
だ
と
反
省
も
し
て
い
る
。
平
成
31
年

度
税
制
改
正
あ
る
い
は
予
算
に
向
け
て
は
、
そ
の
辺

り
を
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
来
年
６
月
開
催
の
Ｇ
20
か
ら
２
０
２
５
年
の
大

阪
万
博
ま
で
の
期
間
を
〝
黄
金
の
７
年
間
〟
と
し
た

上
で
、
海
事
関
係
が
こ
の
上
昇
気
流
の
中
で
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
が
重
要
。
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
こ
の
大
事
な
７
年
間
の
ス
タ
ー
ト
と
し

た
い
。

八代タウンミーティング
海事振興連盟

日時： 平成30年12月8日（土）
午前10時〜午前12時

場所： 熊本県八代市
セレクトロイヤル八代2階「華の間」
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■
来
賓
ご
あ
い
さ
つ

小
野
熊
本
県
副
知
事

八
代
港
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
を

入
港
さ
せ
る
た
め
の
整
備
を
進
め
、
海
外
の
お
客
様

を
迎
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ

船
の
取
扱
量
も
増
え
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

中
村
八
代
市
長

八
代
は
昨
年
、
国
際
旅
客
船
拠
点

形
成
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
２
０
２
０
年
春
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
、
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
八
代
港
ク
ル
ー
ズ
客
船
受
入

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
全
体
で
連
携
を
図

り
な
が
ら
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

■
意
見
交
換
会
（
議
事
進
行
：
金
子
座
長
）

深
水
熊
本
県
海
運
組
合
理
事
長

我
が
国
の
海
運
業

界
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
若
年
船
員
の
確

保
・
育
成
及
び
老
朽
船
舶
の
代
替
建
造
、
内
航
海

運
税
制
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
規
制
、
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
制
度
の
堅

持
、
海
の
日
の
固
定
化
の
要
望
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
。

浦
辺
船
舶
整
備
共
有
船
主
協
会
評
議
員

共
有
建
造

制
度
の
活
用
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
、
国
家
の
目

標
で
あ
る
安
定
的
輸
送
の
確
保
と
生
産
性
向
上
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
荷
主
企
業
に
と
っ
て
魅
力
の
あ

る
制
度
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
若
年
船
員
の

確
保
の
た
め
の
対
策
や
海
の
日
の
固
定
化
も
お
願
い

申
し
上
げ
る
。

井
手
九
州
旅
客
船
協
会
連
合
会
副
会
長

九
州
地
区

の
旅
客
船
航
路
や
離
島
航
路
を
維
持
す
る
た
め
に
、

船
舶
の
特
別
償
却
制
度
の
延
長
や
離
島
航
路
の
補
助

制
度
の
堅
持
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
海
洋
国
家
日

本
の
象
徴
で
あ
る
海
の
日
の
固
定
化
の
実
現
も
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

安
部
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
常
務
執
行

役
員
・
有
明
事
業
所
長

造
船
業
に
と
っ
て
適
切
か

つ
柔
軟
な
外
国
人
材
受
入
制
度
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

ま
た
国
内
建
造
の
促
進
に
向
け
て
海
運
税
制
の
拡
充

措
置
を
お
願
い
し
た
い
。
さ
ら
に
、
海
の
日
を
７
月

20
日
に
戻
し
、
海
洋
国
家
日
本
の
礎
の
日
と
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
藤
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
理
事

人
材
不
足
に

お
け
る
外
国
人
の
受
け
入
れ
拡
大
や
、
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る
工
業
科
へ
の
船
舶
工
学
の

付
加
な
ど
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
海
の

日
は
７
月
20
日
に
固
定
す
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

上
村
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
有
明
協
力
会

会
長

造
船
現
場
で
の
人
材
不
足
は
、
現
在
非
常
に

厳
し
い
状
況
。
新
た
な
外
国
人
材
受
入
制
度
に
つ
い

て
は
、
造
船
協
力
事
業
者
に
と
っ
て
も
活
用
し
や
す

い
制
度
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、

海
の
日
に
つ
い
て
は
、
海
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来

に
わ
た
る
海
事
産
業
進
展
の
た
め
に
、
７
月
20
日
に

固
定
化
す
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

野
畑
九
州
地
方
港
運
協
会
会
長

八
代
港
に
関
し

て
、
安
全
で
効
率
的
な
荷
役
作
業
の
実
現
と
災
害
時
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の
物
流
拠
点
と
し
て
新
た
な
耐
震
化
岸
壁
の
整
備
、

大
型
船
に
対
応
し
た
水
深
マ
イ
ナ
ス
14
メ
ー
ト
ル
の

た
め
の
浚
渫
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
原
点
に
立
ち
返
る
た
め
に
も
、

海
の
日
の
固
定
化
を
お
願
い
し
た
い
。

倉
岡
熊
本
県
倉
庫
協
会
会
長

倉
庫
事
業
者
は
大
部

分
が
中
小
企
業
で
あ
り
、
近
代
化
・
合
理
化
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
た
め
、
中
小
企
業

投
資
促
進
税
制
の
継
続
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
海
事

産
業
の
重
要
性
、
魅
力
の
発
現
や
Ｐ
Ｒ
、
海
の
日
固

定
化
に
向
け
て
の
諸
活
動
を
関
係
団
体
と
と
も
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

磯
田
日
本
船
主
協
会
副
会
長

外
航
船
舶
の
特
別
償

却
制
度
の
延
長
及
び
拡
充
、
社
会
全
体
の
未
来
を
守

る
環
境
コ
ス
ト
は
社
会
全
体
で
負
担
す
る
と
い
う
認

識
を
多
く
の
関
係
者
が
共
有
す
る
こ
と
、
学
校
教
育

関
係
者
を
は
じ
め
国
民
に
海
運
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
、
海
賊
行
為
の
根
絶

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
へ
の
引
き
続
き
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
海
の
日
を
７
月

20
日
に
固
定
化
し
、
海
洋
国
家
日
本
の
礎
の
日
と
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

森
田
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長

後
継
者
確
保
と
し

て
若
者
が
船
員
職
業
に
魅
力
を
感
じ
る
広
報
活
動
の

推
進
、
九
州
地
区
に
お
け
る
旅
客
船
航
路
の
維
持
に

向
け
具
体
的
な
施
策
の
実
施
、
国
策
と
し
て
の
船
員

税
制
へ
の
政
策
減
税
な
ど
を
お
願
い
す
る
。
海
の
日

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
７
月
20
日
へ
の
固
定
化
に

向
け
た
強
力
な
取
り
組
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

伊
藤
日
本
海
事
広
報
協
会
理
事
長

海
事
広
報
の
充

実
強
化
は
、
海
事
産
業
を
支
え
る
措
置
の
理
解
を
賜

る
た
め
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
副
教
材
事
業
の
充

実
、
中
学
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
学
校
教

育
の
場
に
お
い
て
も
海
事
産
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
提
起
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
海
洋
基
本
法
の
制

定
日
、
海
洋
法
条
約
が
日
本
に
効
力
を
発
生
し
た
日

が
７
月
20
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
の
日
を
７
月
20

日
に
固
定
化
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

磯
谷
日
本
海
洋
少
年
団
連
盟
理
事
長

海
洋
少
年
団

の
団
員
・
指
導
者
の
募
集
へ
の
ご
協
力
、
ま
た
海
事

思
想
普
及
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
海
洋
少
年
団
を

ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
海
の
日
に

つ
い
て
は
、
子
供
た
ち
に
指
導
す
る
、
あ
る
い
は
理

解
を
深
め
る
た
め
に
も
固
定
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
海
事
行
政
の
対
応

水
嶋
国
土
交
通
省
海
事
局
長

海
の
日
の
固
定
化
に

つ
い
て
は
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
海
の
日
に
関
す
る
施

策
を
実
施
し
、
国
民
の
海
へ
の
理
解
、
関
心
を
深
め

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
離
島
航
路
の
問
題
は
、
平
成
30
年
度
の
予
算

で
は
約
70
億
円
の
予
算
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
予
算
の
確
保
に
向
け
て
尽
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
。
Ｓ
Ｏ
Ｘ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
石

油
元
売
り
の
各
個
社
に
お
い
て
海
運
業
界
か
ら
の
要

望
内
容
に
沿
え
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。
造

船
業
全
体
と
し
て
は
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に
、

i-Shipping

やj-O
cean

と
い
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
我
が
国
造
船
業

の
国
際
競
争
力
の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
引
き
続
き

の
政
策
を
打
っ
て
ま
い
り
た
い
。
海
洋
・
海
事
教
育

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
海
洋
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
こ
と
で
皆
様
と
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
海
事
思
想
の
普
及
は
非
常
に
行

政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
、
子
供
や
若
者
に

海
と
船
の
楽
し
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
集
め
る
意
味
で
も
大
き
な
要
素
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

海
谷
国
土
交
通
省
港
湾
局
審
議
官

八
代
港
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠

点
整
備
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
ま
た
平
成
32
年
４

月
の
新
た
な
岸
壁
供
用
を
目
指
し
て
鋭
意
整
備
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
八
代
港
の
航
路
に
つ
い
て
は
、
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大
型
貨
物
船
が
満
載
で
入
港
で
き
る
よ
う
に
、
早
急

に
水
深
14
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
た
め
の
整
備
を
促

進
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
平
成
31
年
度
の
税
制
改

正
要
望
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
、

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
政
策
的
意
義
に
鑑
み
、

引
き
続
き
措
置
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

多
田
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
参
事
官

平
成
31
年

度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
は
、
倉
庫
業
に
お
け
る

中
小
企
業
等
の
機
械
装
置
等
の
取
得
に
対
す
る
特
別

償
却
、
税
額
控
除
を
現
在
要
求
中
で
あ
る
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
の
支
援
物
資
の
円
滑
な
輸
送
の
た
め
、

災
害
時
協
力
協
定
の
実
効
性
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
促
進
し
て
参
り
た
い
。

岡
内
閣
府
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官

観

光
振
興
対
策
及
び
離
島
航
路
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
創
設
さ
れ
た
50
億
円
の
交
付
金
を
活
用
し
、
観
光

商
品
の
開
発
、
住
民
へ
の
運
賃
の
低
廉
化
、
観
光
客
向

け
の
企
画
乗
船
券
な
ど
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
こ
の
交
付
金
制
度
を
堅
持
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
出
席
国
会
議
員
コ
メ
ン
ト

浜
口
参
議
院
議
員

海
に
面
し
た
国
に
お
い
て
は
海

事
産
業
、
港
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
の

発
展
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
船
員
の
確
保
や
造
船

現
場
に
お
け
る
人
材
の
確
保
、
老
朽
船
の
代
替
な
ど

与
野
党
問
わ
ず
、
少
し
で
も
実
現
で
き
る
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

金
子
座
長

海
事
は
、
本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
方
に

支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。

熊
本
地
震
を
教
訓
に
港
湾
法
を
改
正
し
た
が
、
海
上

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
そ
し
て
フ
ェ
リ
ー
が
避
難

さ
れ
て
い
る
方
々
の
一
時
の
疲
れ
を
癒
し
、
陸
地
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
中
で
海
か
ら
支
援
が
で
き

た
の
は
港
の
役
割
と
し
て
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
衛
藤
会
長
を
先
頭
に
、
皆
様
の
要
望
に
し

っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
。

■
決
議
採
択

海
事
振
興
連
盟

八
代
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
決
議

こ
こ
熊
本
県
八
代
市
は
、
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
東
は
九
州
山
地
の
脊
梁
地
帯
を
形
成
し
宮
崎

県
に
境
を
接
し
て
い
る
。
八
代
市
が
存
し
、
日
本
三

急
流
の
一
つ
で
あ
る
球
磨
川
の
河
口
に
位
置
す
る
八

代
平
野
に
は
、
国
道
３
号
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
が
南
北
に
走
る
と
と
も

に
、
九
州
新
幹
線
や
在
来
鉄
道
等
の
鉄
道
網
も
整

備
さ
れ
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
展
し
て
い

る
。
八
代
海
を
隔
て
て
天
草
諸
島
を
臨
む
八
代
市

は
、
古
く
か
ら
海
路
も
含
め
た
交
通
結
節
点
の
要
街

と
し
て
発
展
し
、
造
船
所
や
舶
用
工
業
事
業
所
も
立

地
す
る
海
事
都
市
で
あ
る
。

１
９
５
９
年
に
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
八
代

港
は
、
そ
の
背
後
に
立
地
す
る
各
種
工
業
の
原
料
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や
製
品
の
搬
出
入
基
地
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、

１
９
９
９
年
に
は
韓
国
釜
山
港
と
の
国
際
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
、
熊
本
県
を
代
表
す
る
拠
点

港
湾
と
し
て
、
地
元
経
済
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
に
国
際
旅
客
船
拠
点

形
成
港
湾
に
指
定
さ
れ
２
０
２
０
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
で
き
る

「
ク
ル
ー
ズ
船
専
用
岸
壁
」
が
整
備
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
供
用
開
始
後
は
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の

更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

他
方
、
熊
本
県
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
地
区
に
お

い
て
、
中
小
企
業
が
多
数
を
占
め
る
海
事
産
業
を
巡

る
状
況
は
全
国
と
同
様
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
内

航
海
運
業
は
、
経
営
基
盤
が
弱
く
、
代
替
建
造
や
労

働
力
確
保
等
の
課
題
を
抱
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
倉
庫
業
は
、
人
手
不
足
や
荷

主
か
ら
の
コ
ス
ト
削
減
の
要
請
な
ど
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
港
湾
運
送
業
は
、
経
営
基
盤
が
脆

弱
で
あ
り
、
取
扱
貨
物
量
等
の
影
響
に
よ
り
事
業
環

境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
さ

ら
に
、
九
州
地
区
に
は
有
人
国
境
離
島
地
域
を
含

め
、
多
く
の
離
島
が
点
在
し
て
い
る
が
、
旅
客
船
事

業
者
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
利
用
者
の

低
迷
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

海
洋
国
家
日
本
の
方
向
性
を
定
め
る
「
海
洋
基
本

法
」
に
基
づ
き
今
年
度
よ
り
「
第
３
期
海
洋
基
本
計

画
」
に
よ
る
「
新
た
な
海
洋
立
国
へ
の
挑
戦
」
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
を
担
う
海
事
産
業
の
振
興
や
学
校
教

育
の
場
に
お
け
る
海
洋
・
海
事
教
育
の
推
進
を
は
じ

め
と
し
た
多
様
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
海
事
振
興
連
盟
は
、
本

日
八
代
市
に
お
い
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
関
係
者
か
ら
広
く
現
地
の
実
情
を
伺
い
、
今

後
の
海
運
、
造
船
、
港
運
、
倉
庫
な
ど
海
事
産
業
の

課
題
や
要
望
に
つ
い
て
、
広
く
議
論
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
当
連
盟
は
、
多
く
の
課
題
、
要
望
に
対

し
、
今
後
と
も
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
た
。

今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
議
論
を

通
じ
、
当
連
盟
は
、
我
が
国
経
済
、
国
民
生
活
に
お

け
る
海
事
産
業
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、

産
業
競
争
力
の
強
化
、
海
事
教
育
の
推
進
、
新
た
な

人
材
の
育
成
な
ど
に
、
政
、
官
、
民
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、〝
海
洋
国
家
日
本
〟
の
礎
の
日
と
す
る
た

め
、
海
の
日
を
固
定
化
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
認
識
の
も
と
、
当
海
事
振
興
連
盟
は
、
以

下
の
項
目
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
議

す
る
。

記

１

海
の
日
を
７
月
20
日
に
固
定
化

７
月
20
日
は
本
来
の
制
定
の
趣
旨
に
加
え
排
他

的
経
済
水
域
２
０
０
海
里
が
わ
が
国
に
帰
属
す
る

契
機
と
な
っ
た
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
が
わ
が
国

に
お
い
て
発
効
し
た
日
（
平
成
８
年
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
平
成
19
年
に
は
７
月
20
日
に
「
海
洋
基

本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
わ
が
国
が
新
た
な
海
洋
立

国
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
日
で
も
あ
る
。

来
年
も
「
海
の
日
」
に
全
国
各
地
で
様
々
な
関

連
行
事
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
さ

ら
に
海
の
日
の
意
義
を
国
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
海
洋
国
家
日
本
の
礎
の
日
と
す
る
た
め
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
大
会
の
翌
年
か
ら
海
の
日

を
固
定
化
す
べ
き
で
あ
る
。

２

内
航
海
運
の
活
性
化
等

内
航
海
運
は
、
我
が
国
の
暮
ら
し
や
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
、
内
航
船
の
老
齢
化
率
は
７
割

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
老
朽
船
の
代
替
建

造
を
進
め
て
い
く
た
め
の
船
舶
共
有
建
造
制
度
や

船
舶
の
代
替
建
造
に
係
る
税
制
特
例
措
置
を
今
後

も
維
持
・
拡
充
す
る
よ
う
取
り
組
む
。
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あ
わ
せ
て
、
内
航
海
運
の
将
来
に
わ
た
る
安
定

的
輸
送
の
確
保
、
生
産
性
向
上
を
目
指
し
、「
内

航
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実
現
を
図
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
安
全
保
障
及
び
国
内
海
上
貨

物
の
安
定
輸
送
の
た
め
に
不
可
欠
な
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

制
度
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
こ
れ
を
堅
持
す
る
。

３

離
島
航
路
を
は
じ
め
と
す
る
旅
客
航
路
の
維

持
・
活
性
化

旅
客
航
路
は
、
地
域
住
民
の
移
動
手
段
や
生
活

物
資
輸
送
の
ほ
か
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
な
ど
の

観
光
利
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
リ
ー
等
は
、

大
規
模
災
害
時
の
広
域
応
援
部
隊
等
の
緊
急
輸
送

手
段
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
有
人
国
境
離
島
地
域
は
、
我
が
国

の
日
本
国
民
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
漁

業
、
海
洋
に
お
け
る
各
種
調
査
、
領
海
警
備
、
低

潮
線
保
全
区
域
の
監
視
等
の
活
動
と
い
っ
た
領
海

等
の
保
全
等
に
関
す
る
活
動
の
拠
点
と
し
て
極
め

て
重
要
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
一
方
、
離
島
航

路
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
る
輸
送
人
員
の
減

少
等
に
よ
り
そ
の
運
営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
、
離
島
住
民
の
唯
一
の
輸
送
手
段
と
し
て

日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
離
島
航
路

を
安
定
的
に
確
保
維
持
し
て
い
く
た
め
、
離
島
航

路
補
助
金
の
十
分
な
所
要
額
の
確
保
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
旅
客
航
路
の
維
持
・
活
性
化
等
の
た

め
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
利
用
促

進
の
た
め
の
基
盤
整
備
、
さ
ら
に
、
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
の
推
進
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
む
。

４

Ｓ
Ｏ
Ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
規
制
強
化

船
舶
の
燃
料
油
中
の
硫
黄
分
濃
度
を
現
状
の

３
・
５
％
以
下
か
ら
０
・
５
％
以
下
と
す
る
硫
黄
酸

化
物
（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
）
規
制
の
強
化
が
２
０
２
０
年
か

ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
て
お
り
、
こ
の
規

制
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
現
在
使
用
中
の
高
硫

黄
燃
料
油
よ
り
高
価
な
低
硫
黄
の
燃
料
油
へ
の
転

換
等
が
必
要
と
な
り
、
多
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
低
硫
黄
燃
料
油
の
品
質
の
確

保
、
需
給
・
価
格
の
安
定
化
及
び
荷
主
理
解
等
に

向
け
た
支
援
を
含
め
規
制
強
化
に
円
滑
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

５

海
事
関
連
税
制
の
維
持
・
強
化
等

平
成
30
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
「
船
舶
の
特

別
償
却
」
の
延
長
と
と
も
に
、
外
航
海
運
に
お
け

る
先
進
船
舶
の
導
入
促
進
に
向
け
た
特
別
償
却
率

の
上
乗
せ
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
て
い

く
。あ

わ
せ
て
、「
中
小
企
業
者
が
機
械
等
を
取
得

し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
等
の
特
別

控
除
の
特
例
措
置
（
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
）」

及
び
「
中
小
企
業
者
等
が
特
定
経
営
力
向
上
設
備

等
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額

等
の
特
別
控
除
（
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
）」

が
引
き
続
き
適
切
か
つ
十
分
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う

求
め
て
い
く
。
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ま
た
、
造
船
所
に
発
注
す
る
船
主
が
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
競
争
力
の
あ
る
用
船
料
を
提
示
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
や
造
船
業
の
国
際
競
争
力
の

源
泉
で
あ
る
技
術
力
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、

研
究
開
発
税
制
の
更
な
る
拡
充
に
取
り
組
む
。

６

造
船
業
の
人
材
育
成
等

造
船
業
は
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
大
き
く
貢
献

し
、
ま
た
、
海
上
輸
送
を
支
え
る
と
と
も
に
、
艦

船
な
ど
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

船
舶
を
建
造
す
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
地
域
の

将
来
基
盤
を
支
え
る
た
め
、
人
材
の
供
給
源
で
あ

る
工
業
高
校
や
大
学
で
の
造
船
教
育
等
へ
の
政
府

の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
技
能
者
や
技
術
者
の
育
成

に
取
り
組
む
。

あ
わ
せ
て
、
本
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
高
等
学

校
の
学
習
指
導
要
領
で
、
再
び
船
舶
工
学
が
教
科

に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と

も
業
界
が
行
う
工
業
高
校
に
お
け
る
造
船
教
育
の

充
実
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
人
材
の
確
保
が
困
難
を
増
す
造
船
業
界

に
あ
っ
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
外
国
人
材
の
受
入

れ
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
政
府
で
検
討
さ
れ
て

い
る
新
た
な
外
国
人
材
受
入
れ
制
度
を
速
や
か
に

創
設
し
、
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
確
実
に
運
用
開

始
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
と
っ
て
活
用
し
や

す
い
も
の
と
な
る
よ
う
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
柔

軟
な
制
度
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

７

海
事
生
産
性
の
向
上
等

国
際
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
日
本
造

船
の
世
界
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
通
じ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
の
実
現
と
地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
図

る
た
め
、
政
府
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
船
舶
の

開
発
・
設
計
、
建
造
か
ら
運
航
に
至
る
全
て
の

フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
。

特
に
、
造
船
現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
る
技
術
開

発
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
先
進
技
術

を
活
用
し
た
自
動
運
航
船
の
実
用
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
促
進
す
る
。

成
長
市
場
で
あ
る
海
洋
開
発
分
野
で
造
船
業
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
の
海
事
産
業
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、
同
分
野
の
技
術
力
を
幅
広
く
向
上
さ
せ

る
よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
、
政
府
の
支
援
な
ど
の

も
と
、
海
洋
開
発
関
連
技
術
の
開
発
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
海
洋
基
本
計

画
の
工
程
表
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
、
か
つ
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
推
進
主
体
を
設
立
す
る
な

ど
の
体
制
整
備
を
求
め
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
海
事

生
産
性
革
命
（i-S

hipping

、
自
動
運
航
船
、

j-O
cean

）
の
深
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。
ま

た
、
造
船
・
海
洋
産
業
の
振
興
、
艦
艇
・
巡
視
船

艇
の
造
修
に
係
る
平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
額

の
満
額
確
保
に
向
け
た
支
援
を
求
め
て
い
く
。

８

中
小
造
船
業
に
対
す
る
支
援

中
小
造
船
事
業
者
が
経
営
力
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
技
術
開
発
、
環
境
対
策
に
対
す
る
支
援
を

求
め
る
と
と
も
に
、
内
航
船
代
替
建
造
促
進
、
経

済
協
力
に
よ
る
巡
視
船
等
船
舶
の
供
与
促
進
等
に

よ
る
需
要
喚
起
に
取
り
組
む
。

９

日
本
人
船
員
の
後
継
者
の
確
保
・
育
成

我
が
国
に
お
い
て
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
人
船
員
の
確
保
・
育

成
へ
の
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
船
員
の
後
継
者
の
確

保
・
育
成
を
具
現
化
す
る
た
め
の
諸
施
策
の
立
案

と
実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
船
員
職
業
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
な
広
報
活
動
の
推
進
に
加
え
、

女
性
船
員
を
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
に
は
、
事
業

者
の
積
極
的
な
女
性
船
員
の
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
の
施
策
や
、
船
員
を
職
業
と
し
て
選
択
し
て
も
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ら
う
た
め
の
取
り
組
み
、
女
性
船
員
が
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
の
整
備
な
ど
を
、
関
係
者
間
の
連
携

を
図
り
つ
つ
取
り
組
む
。

あ
わ
せ
て
、
船
員
に
対
す
る
住
民
税
減
免
措
置

の
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
船
員
職

業
の
重
要
性
に
関
す
る
認
識
度
と
船
員
ス
テ
ー
タ

ス
の
向
上
、
後
継
者
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

船
員
に
対
す
る
政
策
減
税
（
所
得
税
減
免
）
に
つ

い
て
も
早
期
実
現
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
内
航
海
運
に
お
い
て
は
船
員
の
高
齢
化

が
著
し
い
の
で
、
船
員
教
育
機
関
の
定
員
拡
大
、

受
入
体
制
の
整
備
や
民
間
短
期
養
成
制
度
の
拡
充

等
に
よ
る
就
業
ル
ー
ト
の
拡
大
、
新
人
船
員
の
就

職
支
援
の
強
化
、
船
内
居
住
環
境
・
労
働
環
境
の

向
上
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
練
習
船
で
の
乗

船
実
習
中
の
食
料
金
相
当
額
の
自
己
負
担
に
対
し

て
は
、
国
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
後
継
者
の
確

保
・
育
成
と
い
う
政
策
目
標
に
反
す
る
も
の
で
あ

り
従
前
の
対
応
を
求
め
る
。

10

海
賊
対
策
の
継
続

海
運
会
社
は
、
海
賊
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全
な
海
上
輸
送
を
継
続
し
、
世
界

経
済
の
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
我
が
国
に

よ
る
海
賊
対
処
行
動
の
継
続
と
と
も
に
、
日
本
船

舶
警
備
特
別
措
置
法
を
的
確
に
運
用
し
、
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
海
賊
行
為
の
根
絶
に
向
け
た
海

賊
対
策
を
引
き
続
き
、
着
実
に
実
施
す
る
よ
う
取

り
組
む
。

11

海
洋
・
海
事
教
育
の
充
実
等

昨
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
小
学
校
、
中
学
校
等

の
学
習
指
導
要
領
に
加
え
、
本
年
３
月
に
改
訂
さ

れ
た
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、

海
事
業
界
の
念
願
で
あ
っ
た
海
洋
国
家
日
本
に
お

け
る
海
事
産
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
記
載
が
充

実
さ
れ
、
学
校
教
育
の
内
容
と
し
て
従
来
よ
り
も

明
確
な
位
置
づ
け
と
な
っ
た
。
今
後
も
更
に
関
係

者
が
連
携
し
、
学
校
教
育
に
お
い
て
海
事
産
業
の

重
要
性
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
む
。

ま
た
、
海
を
教
育
の
場
と
し
て
少
年
少
女
の
健

全
育
成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
海
洋
少
年
団

の
強
化
・
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種

支
援
を
求
め
て
い
く
。

12

海
事
関
連
広
報
の
充
実
・
強
化

一
般
国
民
に
対
し
て
、「
海
」
か
ら
の
恩
恵
、

海
事
産
業
の
役
割
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
、
各
般
の
施
策
を
進
め
る
上
で
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
一
般
国
民
の
理
解
の
増
進
の
た
め
、
官

民
挙
げ
て
の
海
事
広
報
活
性
化
協
議
会
に
よ
る

「C
to
S
ea

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
推
進
に
加

え
、
今
後
と
も
海
事
広
報
の
充
実
・
強
化
に
取
り

組
む
。

ま
た
、
海
事
思
想
普
及
の
た
め
、
海
洋
少
年
団

の
運
動
周
知
・
活
用
に
取
り
組
む
。
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13

八
代
港
の
整
備
促
進

八
代
港
の
国
際
港
湾
と
し
て
の
物
流
基
盤
の
充

実
及
び
災
害
時
に
お
け
る
物
流
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
物
流
・
人
流
機
能
の
分
離

を
図
り
、
安
全
で
効
率
的
な
荷
役
作
業
の
実
現
と

災
害
時
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
耐
震
強
化
岸
壁
の

整
備
及
び
貨
物
船
の
大
型
化
等
に
対
応
し
た
航
路

を
確
保
し
、
港
湾
の
活
性
化
を
図
る
た
め
水
深
マ

イ
ナ
ス
14
メ
ー
ト
ル
航
路
の
整
備
を
求
め
て
い
く
。

14

船
を
活
用
し
た
観
光
振
興

熊
本
の
観
光
需
要
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
の

影
響
に
よ
り
地
震
前
の
状
況
ま
で
回
復
し
き
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
、
有
明
海
、
八
代

海
、
天
草
で
は
、
数
多
く
の
旅
客
船
・
フ
ェ
リ
ー

が
運
航
し
て
お
り
、
身
近
に
船
旅
の
魅
力
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
船
に
乗
る
こ
と
自
体
を

目
的
と
し
た
船
旅
を
熊
本
の
新
た
な
観
光
資
源
、

観
光
の
起
爆
剤
と
し
て
、
船
を
活
用
し
た
観
光
振

興
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
本
年
８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
官
民
が

連
携
し
行
っ
た
、
八
代
港
か
ら
上
天
草
市
の
松
島

港
を
短
距
離
・
短
時
間
で
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
を
活

用
し
た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
観
光
航
路
の
実
証

事
業
に
つ
い
て
、
国
の
「
船
旅
活
性
化
モ
デ
ル
地

区
」
制
度
等
を
活
用
し
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
本
航
路
の
定
着
化
に
向
け
、
今
後
の

検
証
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
支

援
を
求
め
て
い
く
。

15

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
代
替
建
造

対
馬
、
壱
岐
、
五
島
、
種
子
島
、
屋
久
島
に
就

航
し
て
い
る
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
、
代
替
建
造

時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
長
い
間
建
造
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
建
造
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
課

題
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
代
替
建
造
が
進
ま
な
け
れ

ば
本
土
と
こ
れ
ら
の
離
島
と
の
所
要
時
間
は
２
倍

以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
。
引
き
続
き
「
海
の
新
幹

線
」
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
代
替
建
造
が
可
能
な

環
境
づ
く
り
を
求
め
て
い
く
。

以

上

平
成
30
年
12
月
８
日

海
事
振
興
連
盟

■
閉

会

衛
藤
会
長

こ
の
決
議
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
る
。
そ
の
中
で
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
が
内
航
海
運
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｘ

規
制
対
応
」。
年
末
ま
で
に
（
６
者
協
議
会
の
）
結

論
を
と
言
っ
て
い
た
が
、
少
し
延
び
る
。
２
０
２
０

年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
の
で
、
来
年
の
１
月
中
に

は
結
論
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

今
ま
で
の
日
本
の
国
づ
く
り
は
陸
か
ら
見
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
海
か
ら
見
た
日
本
、
海
か

ら
見
る
日
本
、
海
か
ら
の
国
づ
く
り
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
。
海
事
の
原
点
は
船
で
あ
り
人
。
船
と
人

が
海
洋
立
国
の
出
発
点
、
原
点
で
あ
る
。
そ
こ
を
し

っ
か
り
と
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
た
い
。（
衛
藤
氏
の
発
言
は
、
２
０
１
８
年
12

月
17
日
付
の
内
航
海
運
新
聞
の
記
事
を
も
と
に
作

成
）
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■ 衆議院議員（129 名）

安倍晋三（自由民主党総裁、内閣総理大臣）

■ 参議院議員（53 名）

以上　182名

朝日健太郎
足立敏之
石井正弘
伊藤孝江
伊藤孝恵
井上義行
猪口邦子
井原　巧
岩井茂樹
宇都隆史
大野元裕
小川克巳
小川勝也
片山さつき

片山虎之助
河野義博
儀間光男
古賀之士
こやり隆史
佐々木さやか
佐藤まさひさ
島村　大
進藤金日子
高野光二郎
滝波宏文
塚田一郎
豊田俊郎
中泉松司

中西　哲
中西祐介
長浜博行
西田昌司
西村明宏
野上浩太郎
馬場成志
浜野喜史
林　芳正
藤川政人
牧野たかお
牧山ひろえ
増子輝彦
松川るい

溝手顕正
宮沢洋一
室井邦彦
森まさこ
柳田　稔
山谷えり子
山田　宏
山本順三
山本博司
横山信一
渡辺猛之

激励メッセージをいただいた国会議員（敬称略）

逢沢一郎
赤澤亮正
秋元　司
あべ俊子
井上義久
池田道孝
石井啓一
石川香織
石﨑とおる
石田祝稔
石田真敏
石原宏髙
伊藤　渉
稲田朋美
井林辰憲
今井雅人
今枝宗一郎
岩田和親
うえの賢一郎
上野宏史
海江田万里
逢坂誠二
大岡敏孝
太田昌孝
大塚高司
大西英男
大野敬太郎
小川淳也
小田原潔
鬼木　誠
柿沢未途
梶山弘志

加藤勝信
金子俊平
金子万寿夫
神谷ひろし
神山佐市
亀岡よしたみ
神田憲次
黄川田仁志
岸　信夫
岸本周平
工藤彰三
國場幸之助
小泉進次郎
高村正大
後藤田正純
小林史明
近藤和也
斎藤　健
斉藤鉄夫
坂井　学
櫻田義孝
笹川博義
佐藤ゆかり
塩崎恭久
しげもと護
下村博文
新谷正義
新藤義孝
杉田水脈
鈴木淳司
鈴木貴子
薗浦健太郎

高木美智代
武井俊輔
武田良太
武部　新
竹本直一
田中和德
棚橋泰文
谷川とむ
谷川弥一
田野瀬太道
辻　清人
津島　淳
辻元清美
土屋品子
寺田　稔
渡海紀三朗
とかしきなおみ
冨樫博之
長尾たかし
長島昭久
中谷真一
中野洋昌
中山展宏
西岡秀子
西村智奈美
西村康稔
西銘恒三郎
野田　毅
葉梨康弘
馬場伸幸
濱地雅一
原田義昭

福田達夫
船橋利実
古川　康
古屋圭司
平沢勝栄
星野つよし
前原誠司
牧　義夫
牧島かれん
牧原秀樹
松野ひろかず
松本剛明
松本　純
道下大樹
三ツ林裕巳
三原朝彦
宮内秀樹
宮川典子
宮澤博行
宮路拓馬
望月義夫
盛山正仁
森山浩行
山田賢司
山本公一
山本幸三
山本有二
吉川貴盛
吉川　元
吉野正芳
早稲田夕季
和田義明




